
おおつき保育所運動会

高齢者輪投げ大会

おおつき保育所運動会

高齢者輪投げ大会

スポーツの秋
みんなで体を動かそう！

スポーツの秋
みんなで体を動かそう！

第114号

９月定例会

令和５年８月１日発行
高知県大月町議会
令和５年１１月１日発行
高知県大月町議会

住 民 と 町 を つ な ぐ 議 会 で あ る た め 。 あ な た の 声 が 町 を 動 か す 。
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9
月
定
例
会
の
概
要

　
９
月
定
例
会
は
９
月
７
日

か
ら
14
日
ま
で
開
か
れ
、
報

告（
専
決
）１
件
、
報
告
２
件
、

補
正
予
算（
専
決
）１
件
、
条

例
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、

決
算
認
定
９
件
、
そ
の
他
１

件
の
合
計
21
件
が
提
出
さ
れ
、

承
認
・
可
決
し
た
。

　
お
お
つ
き
保
育
所
の
運
動

会
。
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸

命
な
姿
に
元
気
を
貰
い
ま
し

た
。

　
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

高
齢
者
輪
投
げ
大
会
で
は
、

地
区
で
日
々
練
習
し
た
成
果

を
大
い
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
優
勝
は
一
切
地
区
で

し
た
。

住民票などのコンビニ交付開始

新告知端末の運用開始

●コンビニ設置の端末を利用して、住民票や印鑑証明が取得できる。
●令和4年度中に条例改正等を行い、令和5年度から利用可能になった。

　平日の日中に窓口へ来られない場合には大変便利。仕事帰りなどに立ち寄
り、生活に必要なサービスが時間に縛られずに利用できるのは評価する。

●従来の音声のみの告知端末ではなく、画面が付いたものに変更された。
●放送内容を文字で確認できたり、町ホームページなども閲覧できる。
●議会一般質問放送も、次回定例会までの好きな時に聞けるようになった。

　告知端末・認知症予防アプリだけでなく、天気・防災情報・病院情報など、
様々な情報を届けることができる。
　機能が増えた分、使い方が分からないとの意見もあるため、活用できるよ
う地区での説明会などの充実が望まれる。

令和5年
113号
に掲載

議会のひとこと

議会のひとこと

議会のひとこと

議会のひとこと



③

玄関に入ってどこの課に行け

ばいいのか分からないので、

改善をしてほしい。

機構改革

QRコードによる納税開始

●業務の整理を行い、課の統廃合と配置換えによる利便性の向上を図る。
●令和4年度中に庁舎改修や条例改正を行い、令和5年度から新しい体制で
　の運用が始まった。

　今までは税金関係と保険証窓口が離れていたたため、担当者や来庁者が行
き来をしていて手間がかかっていたが、生活に関わる手続きが1階に集約さ
れ、分かりやすくなった。
　更なる改善として、住民をスムーズに案内できる方法を検討する必要があ
る。

●令和４年度から納付書に「ＱＲコード」が印字されている。
●スマートフォンアプリによる納付や、対応金融機関での納付
　など、時間や場所に縛られない納付が可能となった。

　自宅からでも日時に関係なく納付できるため、納付率の向上に役立つと思
われる。積極的な活用に期待する。

令和5年
111号
に掲載

議会のひとこと

議会のひとこと

議会のひとこと

議会のひとこと QRコード見本

まちのご意見

令和4年度から
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９４６万円

消防団用ポンプ車購入

　現状のポンプ車が老朽化し
たため、新たな車両を導入す
る。
　第１分団泊浦部に配備。

２９８２万円

災害対応トイレ設置

　大月小中学校のバス待合場
所の付近に、災害時も利用で
きる循環型トイレを設置。

８３万円

月光桜駐車場の整備

　長沢地区にある月光桜の駐
車場を、「牧野博士の新休日」
博覧会の開催に併せて整備。

１２２９万円

中間管理住宅改修工事

　町内の空き家を借り上げ改
修工事を行ったのち、賃貸住
宅として町が貸し出す。

おもな用途

●借入金の返済

おもな事業

●新型コロナウイルス
　ワクチン接種事業

●検診関連事業

●ごみ収集関連事業

など

特別会計決算額

特 別 会 計 名 歳　　　入 歳　　　出

特別養護老人ホーム

国民健康保険

水道

介護保険

漁業集落排水処理事業

給与等集中処理

後期高齢者医療

3億5109万円

8億1075万円

3億4104万円

8億4970万円

3367万円

8億6980万円

9905万円

3億5109万円

7億9494万円

3億4072万円

8億2392万円

3339万円

8億6980万円

9639万円

議会費
5054万円
1%

商工費
6106万円
1%

災害復旧費
1億3889万円

3%

農林水産業費
2億2764万円

4%

消防費
2億8272万円

6%土木費
4億3045万円

8%

衛生費
5億3194万円
10%

公債費
5億8076万円
11% 教育費

2億2914万円
5%

議会費
5054万円
1%

商工費
6106万円
1%

災害復旧費
1億3889万円

3%

農林水産業費
2億2764万円

4%

消防費
2億8272万円

6%土木費
4億3045万円

8%

衛生費
5億3194万円
10%

公債費
5億8076万円
11% 教育費

2億2914万円
5%
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５３４１万円

COSA環境整備工事

　旧小才角小学校を新施設として利
用するための改修。

おもな事業

●出産・子育て支援事業

●ファミリーサポート事業

●児童福祉事業

●障害者支援事業

●人権関連事業

●医療費助成事業

●特別給付金事業

など

９６９万円

庁舎改修工事

　機構改革に対応するための改修。

一般会計決算額

歳入 歳出

56億4836万円 52億682万円
◆主な歳入

町税

4億6559万円

地方交付税

25億1533万円

ふるさと応援寄付金

2億1188万円

基金繰入

1億3798万円

民生費
11億4866万円

22%

総務費
15億2497万円

29%

民生費
11億4866万円

22%

総務費
15億2497万円

29%

令和4年度 一般会計歳出決算額

52億682万円
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グリーンパパイヤ

　
９
月
１２
日
、
１３
日
の
２
日
間
、
全
員
協
議
会
で
決
算

を
審
査
し
た
後
、
１４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
令
和
４
年

度
決
算
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

農
業
支
援

　
　
　
有
望
品
目
産
地
化

推
進
事
業
７４
万
円
、
地
域

営
農
支
援
事
業
５
６
７
万

円
、
担
い
手
支
援
事
業
１

２
０
万
円
の
補
助
金
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

　
　
有
望
品
目
は
２
件
で

グ
リ
ー
ン
パ
パ
イ
ヤ
と
芋

で
す
。
３
戸
以
上
の
方
が

協
力
す
れ
ば
上
限
５０
万
円

の
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

地
域
営
農
支
援
事
業
は
春

遠
の
集
落
営
農
組
織
の
機

械
導
入
に
対
す
る
補
助
金

で
す
。
担
い
手
支
援
事
業

は
新
規
就
農
者
１
人
分
の

補
助
金
で
す
。

施
設
改
修
負
担
金

　
　
　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
５
１
５
７
万
９
千

円
の
町
負
担
金
、
各
市
町

村
の
負
担
割
合
の
算
出
と

総
額
は
。

　
　
総
額
２８
億
円
で
す
。

内
訳
は
均
等
割
１０
％
、
人

口
割
９０
％
で
す
。

不
納
欠
損
等

　
　
　
介
護
保
険
料
の
不

納
欠
損
と
未
納
者
の
数
、

滞
納
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
は
。

　
　
不
納
欠
損
は
２４
名
。

未
納
は
４６
名
。
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
は
、
未
納
が
あ
る
場

合
や
、
１０
年
さ
か
の
ぼ
り

不
納
欠
損
が
あ
る
場
合
は
、

３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

　
　
　
固
定
資
産
税
が
昨

年
度
よ
り
１
８
０
０
万
円

ほ
ど
増
え
た
要
因
は
。

　
　
新
築
家
屋
の
増
と
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
等

に
よ
る
償
却
資
産
の
増
に

よ
り
ま
す
。

特
老
の
借
金
返
済

　
　
　
特
老
の
借
金
返
済

の
見
通
し
は
。

　
　
借
金
９
億
８
０
０
０

万
円
は
、
令
和
４
年
度
に

は
３
億
９
８
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２３

年
度
に
す
べ
て
返
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　
　
財
政
調
整
基
金
の
現

状
は
。

　
　
令
和
４
年
度
末
の
現

在
高
は
約
１０
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
町
の
財

政
規
模
で
は
１４
億
円
程
度

が
目
標
値
と
な
り
ま
す
。

不
用
額

　
　
決
算
上
、
多
額
の
不

用
額
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を

精
査
し
財
政
の
安
定
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
事
業
の
繰
り
越
し
や

流
動
的
経
費
等
で
ど
う
し

て
も
不
用
額
と
し
て
計
上

せ
ざ
る
を
得
な
い
項
目
も

あ
り
ま
す
が
、
精
査
し
財

政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

答 谷答 谷

答 中
田

答 安
原

答 安
岡

答 浦
木

答 浦
木

決
算
審
査

住
み
よ
い
町
に

財
政
関
係

農
業
関
係
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河
川
予
算
の
使
い
方

　
　
　
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
被
害
で
毎
年
同
じ
箇
所

に
予
算
を
投
じ
て
い
る
。

下
流
域
の
状
況
に
も
よ
る

が
、
嵩
上
げ
な
ど
被
害
の

軽
減
に
つ
な
げ
る
予
算
の

使
い
方
を
し
て
は
。

　
　
過
疎
債
や
国
土
強
靭

化
の
予
算
で
使
え
る
箇
所

を
修
復
し
て
い
ま
す
。
河

川
工
事
は
下
流
域
の
事
が

あ
り
難
し
い
で
す
が
、
現

場
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

水
道
滞
納
件
数

　
　
　
水
道
料
金
の
滞
納

繰
越
金
が
多
額
で
あ
る
。

滞
納
件
数
と
今
後
の
徴
収

は
。
　

　
　
滞
納
件
数
は
２
０
６

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
か
ら
は
３
か
月

滞
納
が
あ
れ
ば
給
水
停
止

と
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
養
成

　
　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
委
託
料
１
７
０
万

円
の
内
容
と
成
果
は
。

　
　
年
に
１
回
、
４
ヶ
月

間
か
け
て
資
格
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。
令
和
４
年

度
は
１３
名
の
方
が
受
講
し

て
い
ま
す
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
費
は
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。
　

　
　
利
用
者
の
利
用
料
の

み
で
す
。

介
護
人
員

　
　
　
令
和
４
年
度
の
介

護
人
員
の
内
訳
と
、
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
将
来
的
な
人
員

確
保
は
。

　
　
職
員
２４
名
、
フ
ル
タ

イ
ム
会
計
年
度
職
員
１８
名
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

職
員
３
名
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
は
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
将

来
的
な
人
員
確
保
は
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
成
果
は
。

　
　
児
童
の
預
か
り
援
助

を
受
け
た
い
人
（
依
頼
者
）

は
３０
人
、
援
助
を
行
い
た

い
人
（
提
供
者
）
は
１４
人
、

両
方
の
人
は
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
依
頼
者
と
提

供
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
１５

組
で
す
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
空
き
家
活
用
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
１
８
８
０
万

円
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の

ア
ト
リ
エ
棟
２
階
３
階
に

ト
イ
レ
や
水
回
り
を
つ
け

電
気
配
線
を
行
い
、
独
立

し
た
建
物
に
し
た
も
の
で

す
。
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
拠

点
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

答 中
田

答 野
村

答 中
田

答 野
村

答 安
岡

答 安
岡

答 浦
木

才角川の氾濫

福
祉
関
係

生
活
全
般

河
川
水
道
関
係
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会　　計　　名 補　正　額 補正後予算額

一般会計

国民健康保険特別会計

水道特別会計

介護保険特別会計

漁業集落排水処理事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

3億8848万円

1580万円

756万円

2884万円

25万円

268万円

56億9841万円

8億0662万円

2億7882万円

8億5226万円

9557万円

1億0210万円

専決予算

補正予算

条　例

決算認定

その他

一般会計補正予算第２号

一般・国保・水道・介護・漁集・後期

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

一般会計・特別会計・病院事業会計

辺地に係る総合整備計画

全員承認

全員賛成

全員賛成

全員承認

全員賛成

◆廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
改正内容：消費税額の適正な反映のための改正及び、資源ごみ

袋の料金を約２５％減額し、極小サイズを追加する
もの。

施　行　日：令和５年10月１日（消費税関係）
　　　　　令和６年４月１日（極小袋の追加・減額）

資源ごみ袋の比較イメージ

条 例改正

補 正予算

議 案の議決内容
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　大月町も「ゼロカーボンシティ」を宣言し、二酸化炭素排出量を少なくすると同時

に二酸化炭素を吸収する森林を育てることに努めるとしている。大月町の大きなテー

マである「人口減少問題」について、産業建設常任委員会から「働き場の創出」を図

るため、「林業従事者の育成に努めるべき」と、様々な支援策を提言したが、これら

を実現するためには、町内に核となる材の受入れ先（取引先）が必要であると考える。

　産業建設常任委員会では、町が宣言した「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、調

査を開始した。

ゼロカーボンシティを目指して

木質バイオマスについて調査を開始

①健全な里山づくりをすることにより山、川、海の環境を守る。

②未利用な地域資源の活用によって林業従事者を育成し、生業を創出する。

③災害時にも利用できるエネルギー源を確保する。

④大月で暮らす人が将来にわたって自然の恵みを受け続けることのできる社会を作る。

これらのビジョン実現の手段のひとつとして木質バイオマス資源利活用（熱電併給）

の可能性を調査する。

―なぜ木質バイオマスガス化発電を提案したいのか？－

【島根県津和野町】 【大分県臼杵市】

発電装置 木質チップ

産業建設常任委員会



⑩

A
　
老
朽
化
が
深
刻
な
公

民
館
や
改
善
セ
ン
タ
ー
等

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
、
検
討
会
議
の
進
捗
状

況
を
聞
く
。

岡
田
町
長
　
若
者
定
住
を

目
指
す
宅
地
造
成
の
必
要

性
と
方
向
性
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
と
な
る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
案
と
既
存
の
公
共
施
設

と
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
２
月
末
を
目
途

に
報
告
書
の
作
成
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

A
　
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
図
書

館
や
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
機

能
、
農
協
や
銀
行
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集

え
る
利
便
性
の
高
い
総
合

施
設
の
計
画
を
大
月
町
の

将
来
を
見
据
え
て
論
議
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
く
。

岡
田
町
長
　
ご
指
摘
の
施

設
等
に
お
い
て
早
急
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
設
も
存
在
し
ま
す
。
検

討
会
議
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
優

先
順
位
の
高
い
施
設
か
ら

担
当
課
を
中
心
と
す
る
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
整
備

計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
そ
の
際
に
は
財
政
上
の

問
題
を
ク
リ
ア
し
、
民
間

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た

め
の
手
順
を
組
み
込
ん
で

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

A
　
町
長
は
令
和
５
年
３

月
定
例
会
の
『
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
』
に
よ

り
、
公
共
施
設
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

用
い
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
に
努
め
、
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
す
る
森
林
を
育

て
る
と
表
明
し
た
。

　
こ
こ
で
い
う
『
森
林
』

と
は
ど
の
森
林
を
指
す
の

か
。

岡
田
町
長
　
本
町
の
民
有

林
面
積
は
７
１
２
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
国
有
林
を
含
め

る
と
町
の
面
積
の
７８
％
を

森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
が
全
て
、
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

の
森
林
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
そ
の
森
林
を
育
て
る

人
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確

保
し
て
い
く
つ
も
り
な
の

か
。

岡
田
町
長
　
た
し
か
に
本

町
は
林
業
従
事
者
が
少
な

く
、
林
業
事
業
に
つ
い
て

は
森
林
組
合
が
そ
の
多
く

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
進

め
て
い
く
中
で
、
森
林
所

有
者
の
意
向
を
確
認
し
、

町
が
仲
介
役
と
な
り
、
森

林
組
合
や
中
小
規
模
林
業

従
事
者
に
繋
ぎ
、
適
正
な

経
営
管
理
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
、
県
の
研
修
支

援
事
業
等
を
活
用
し
、
林

業
従
事
者
の
確
保
・
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
　
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
が
提
言
し
た
内
容
を
現

実
化
す
る
こ
と
こ
そ
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目

指
す
こ
と
に
値
す
る
と
考

え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

岡
田
町
長
　
委
員
会
か
ら

の
提
言
は
、
私
が
宣
言
し

た
「
恵
ま
れ
た
自
然
を
大

切
に
し
、
安
ら
ぎ
に
満
ち

た
美
し
い
町
を
次
の
世
代

に
繋
げ
る
」
と
い
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
提
言
さ
れ
た
内

容
も
参
考
に
し
ま
し
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 森林を育てる勉強会

老朽化が深刻な公共施設

中田　巌 議員中田　巌 議員

公共施設等リニューアル

利便性の高い総合施設を
　優先順位をつけて検討／町長

一　般　質　問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

森
林
を
育
て
る
人
の
育
成
は

　
　
　
支
援
制
度
を
活
用
／
町
長



⑪

A
　
住
民
負
担
軽
減
の
た

め
「
お
悔
や
み
窓
口
」
を

一
本
化
し
、
各
課
が
動
い

て
対
応
で
き
る
態
勢
を
整

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
火
葬
代
の
補
助
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
今
ま
で
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
度
の
機
構
改
革
に
よ

り
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
手
続

き
の
完
結
が
で
き
る
よ
う

改
善
を
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
件
で
も
複
数
の
手
続

き
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
職

員
が
入
れ
替
わ
り
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
葬
代
補
助
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

A
　
昨
年
９
月
議
会
で
町

長
が
約
束
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
回
収
改
善
策
と

し
て
、
代
金
２０
円
の
極
小

の
袋
を
用
意
す
る
、
透
明

の
大
、
小
の
袋
を
２５
％
引

き
に
す
る
な
ど
、
９
月
議

会
で
改
善
の
方
向
を
示
し

た
。
し
か
し
、
な
ぜ
籠
を

用
意
し
な
か
っ
た
の
か
、

住
民
要
求
が
あ
れ
ば
さ
ら

な
る
改
善
を
す
る
の
か
。

今
宮
建
設
環
境
課
長
　
３

０
０
に
お
よ
ぶ
収
集
箇
所

数
お
よ
び
日
程
対
応
の
困

難
性
、
管
理
の
困
難
性
、

用
地
許
可
の
困
難
性
、
近

隣
他
市
町
村
は
、
全
収
集

箇
所
数
の
４
割
程
度
の
箇

所
数
に
集
約
化
し
て
集
め

て
い
る
困
難
性
を
考
え
、

籠
を
用
意
せ
ず
極
小
の
袋

を
用
意
し
ま
し
た
。

岡
田
町
長
　
今
後
も
、
町

民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な

が
ら
、
本
町
に
即
し
た
よ

り
良
い
収
集
方
法
の
あ
り

方
に
つ
い
て
模
索
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
　
大
月
町
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
ど
う
い
う
目
的
で
、

何
年
先
ま
で
見
通
し
て
、

ど
う
い
う
検
討
課
題
を
掲

げ
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

検
討
課
題
の
な
か
に
は
、

財
政
の
見
通
し
、
公
共
施

設
の
建
て
替
え
の
見
通
し
、

人
口
の
見
通
し
な
ど
は
入

っ
て
い
る
の
か
。
検
討
課

題
の
進
捗
状
況
と
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
将

来
構
想
は
。

岡
田
町
長
　
若
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
宅
地
造
成

を
計
画
す
る
う
え
で
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
、
公
共
施
設
の
在

り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
討
会
議
で
は
、

財
政
の
見
通
し
や
、
公
共

施
設
の
在
り
方
、
人
口
の

構
成
年
齢
層
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
本
町
の
実
情
、

１０
年
後
、
２０
年
後
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
、
宅

地
造
成
事
業
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
月
１
ペ
ー
ス
で
検
討
会

議
を
開
催
し
、
宅
地
造
成

に
関
す
る
検
討
報
告
書
を

令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に

作
成
し
ま
す
。

大月マルシェと盆踊り

朝もやに浮かぶ太陽

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

大月町のここを聞く

お悔やみ窓口

負担軽減のため窓口一本化を
　今年度から実施している／町長

ゴ
ミ
処
理
問
題

さ
ら
な
る
改
善
は
あ
る
の
か

　
よ
り
良
い
方
法
を
模
索
／
町
長

ま
ち
づ
く
り
計
画

結
論
は
い
つ
ま
で
に

　
　
　
　
来
年
の
２
月
末
／
町
長



⑫

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

編
集
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
依
岡
　
一
生

　
副
委
員
長
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
中
田
　
　
巌

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
秋
と
い
え
ば
「
実
り
の
秋
」

…
。
黄
金
色
に
実
っ
た
稲

穂
が
さ
わ
や
か
な
風
に
な

び
く
。
や
が
て
白
米
に
変

わ
っ
て
、
多
く
の
家
庭
の

食
卓
に
あ
が
り
、
新
米
の

風
味
は
身
も
心
も
満
た
し

て
く
れ
る
。
農
家
と
し
て
は

資
材
の
値
上
が
り
や
米
価

の
低
迷
な
ど
、
米
作
り
は

厳
し
い
が
、
元
気
で
い
る

間
は
新
米
を
届
け
た
い
と

頑
張
る
人
も
い
る
は
ず
だ
！

▼
９
月
定
例
会
で
決
算
の

認
定
を
し
た
。
将
来
の
町

を
支
え
る
事
業
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
が
大
き
く

根
を
張
り
、
豊
か
に
実
る

こ
と
を
願
う
。

（
安
岡
　
邦
彦
）

陶
芸
の
き
っ
か
け
は

　
陶
芸
の
憧
れ
は
中
学
校

か
ら
あ
っ
た
。
中
学
校
を

出
て
、
か
つ
お
船
に
乗
っ

た
。
海
し
か
な
い
と
こ
ろ

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
癒
し

を
求
め
て
陶
芸
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
。
海
に
出

た
ら
ま
た
陶
芸
に
憧
れ
て
、

二
十
歳
の
こ
ろ
自
分
の
家

で
窯
を
作
り
、
樫
西
小
学

校
の
子
ど
も
と
作
品
を
作

っ
て
焼
い
た
ね
え
。
陶
芸

の
展
示
会
が
あ
っ
た
ら
、

四
国
内
の
ど
こ
で
も
観
に

行
っ
た
。

　
こ
こ
に
、
政
美
さ
ん
の

陶
芸
に
対
す
る
秘
め
た
熱

い
思
い
を
感
じ
た
。

憧
れ
は
さ
ら
に
強
く

　
３７
歳
の
時
、
悪
性
リ
ン

パ
腫
と
い
う
大
病
を
患
っ

て
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
。

手
も
し
び
れ
、
足
も
動
か

ん
よ
う
に
な
っ
た
。
ワ
イ

シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
を
つ
け

る
の
に
一
時
間
も
か
か
っ

た
。

　
そ
れ
か
ら
、
陶
芸
に
対

す
る
憧
れ
は
ま
す
ま
す
強

ま
っ
た
ね
え
。

　
若
い
頃
二
年
間
、
馬
路

の
下
村
先
生
に
陶
芸
の
指

導
を
受
け
、
陶
芸
を
や
め

ん
か
っ
た
こ
と
や
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
い
ま
生
き

て
い
る
。

陶
芸
の
魅
力
は

　
好
き
な
も
の
に
憧
れ
、

陶
芸
を

５０
年
く
ら
い
や
っ

て
き
た
。

　
作
る
と
き
も
楽
し
い
け

ど
、
で
き
た
と
き
の
喜
び

は
な
ん
と
も
い
え
ん
ね
え
。

１
２
５
０
度
の
温
度
に
熱

せ
ら
れ
た
焼
き
物
が
飴
色

に
な
っ
て
透
き
通
っ
て
見

え
る
。
で
き
あ
が
っ
た
作

品
を
見
る
た
め
窯
を
開
け

た
と
き
の
陶
器
の
光
の
色

も
ハ
ッ
と
す
る
美
し
さ
を

感
じ
る
ね
え
。
こ
れ
が
、

今
ま
で
陶
芸
を
続
け
ら
れ

た
秘
訣
じ
ゃ
な
い
や
ろ
う

か
。

仲
間
が
い
る
か
ら

　
政
美
さ
ん
は
、
姫
ノ
井

の
旧
役
場
支
所
の
隣
の
一

室
で
陶
芸
教
室
を
開
い
て

い
る
。
現
在
、
生
徒
さ
ん

は
１０
名
。
み
ん
な
、
も
く

も
く
と
作
品
作
り
に
は
げ

ん
で
い
た
。

　
陶
芸
は
独
学
で
や
っ
て

き
た
。
こ
れ
で
い
い
の
か

の
も
ど
か
し
さ
も
あ
る
。

し
か
し
、
ぼ
く
独
り
で
は

で
き
ん
。
仲
間
が
い
る
か

ら
、
と
笑
う
政
美
さ
ん
の

笑
顔
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

　
政
美
さ
ん
は
元
気
に
な

り
今
で
は
硬
式
テ
ニ
ス
も

楽
し
ん
で
い
る
。

（
取
材
　
浦
木  

秀
雄
）

作
品
と
陶
芸
教
室
風
景

横山　政美 さん（71歳・樫ノ浦）
まさみ

飴色の光に魅せられて飴色の光に魅せられて飴色の光に魅せられて
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